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ごあいさつ

　人類の平和と繁栄は、すべての人にとっ

て共通の願いです。そのために科学技術の

果たす役割は極めて大きなものがあります。

　当財団は、科学技術の進歩をめざし、日

本国際賞による顕彰を行うとともに、科学

技術に関する知識及び思想の総合的な普及

啓発の事業を行っており、その一環として、毎年日本国際賞週間

中に、日本国際賞受賞者による記念講演会を催しております ｡

　日本国際賞は、科学技術において研究で独創的・飛躍的な成果

を挙げ、科学と技術の進歩に大きく寄与し、人類の平和と繁栄に

著しく貢献したと認められる人に贈られる賞で、昭和 60 年にその

第 1 回の授賞が行われました ｡

　今回の受賞記念講演会には、本年の受賞者である 3 博士をお招

きして講演を行っていただきます ｡「日本国際賞受賞記念講演会」

は、科学技術に関心をもつ一般の方々に受賞者が直接語りかける

パブリックスピーチの場として設定したもので、この講演を通じ

て多くの方、特に次世代の科学技術を担っていくであろう方々が

多くの示唆をつかんでいただければ幸いに存じます ｡

平成 20 年 4 月

　　　　　　　　　　　　　　　財団法人国際科学技術財団

　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　吉　川　弘　之
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遺伝医学とゲノミクス：この 60 年をふり返って

　私は医学 ・ 遺伝学における 60 年余りのキャ

リアのすべてをジョンスホプキンス大学とジョン

スホプキンス病院に捧げてきましたが、その間、

医学の 「3 種競技」 とも呼ぶべき研究、 指導、

患者ケアを総合的に追求するという栄誉に浴

することができました。

　私たち自身の存在は大部分が遺伝子に基づ

くものですが、 私が早くから医学に関心を持

つようになったのは間違いなく環境の影響で

す。 一卵性双生児であるビンセントと私は同じ

DNA を持つ確率が高いとされます。 ふたりが

違う職業を選んだのは、 15 歳のときの私の経

験からきています。 長期間の感染症にかかっ

た私は否が応でも医学と接することになりまし

た。その経験がないビンセントは科学者（医師）

ではなく法律家 （弁護士） になりました。

　1940 ～ 43 年にタフツ大学に通った後、 私

はジョンスホプキンス大学医学部に早期入学

する機会を得て、 1946 年には医学博士号を

取得のうえ卒業しました。 以来、 私は部分的

に重複する 4 つのキャリアをつねに追い求め

てきました。 第一に、 心臓専門医として。 第

二に、 先駆的な遺伝医学部門の創設者 ・ 指

揮者として。 第三に、 ジョンスホプキンス大学

内科学科長およびジョンスホプキンス病院主

任医師として。 第四に、 人類遺伝学の知識

ベースであるオンライン版 「ヒトのメンデル遺

伝」 （OMIM として世界的に知られる） の創出

者およびヒトゲノムプロジェクトの推進者 ・ 助言

者として。

　私の臨床遺伝学に対する関心が促されたの

は 1947 年のことです。 インターンだった私は、

唇のメラニン斑と小腸ポリープとが合併したハ

ロルド ・ パーカーという患者に出会いました。

この多面的形質発現 ( いろいろな変調が複数

の臓器などに現れること ) の原理が、 遺伝的

症候群のいくつかの特徴の基本であることを私

は理解しました。

　心臓医としての最初の数年間に、 マルファン

症候群ならびに 「結合組織の遺伝的障害」 と

名づけたその他の障害が、 私にとって関心事

となり終生続きました。 これらの障害も多面的

形質発現の原理を説明してくれました。

　1957 年 7 月 1 日、 私はジョンスホプキンス

病院のムーアクリニック内に、 あらゆる遺伝疾

患に関する研究、 指導、 患者ケアを専門とす

ビクター・マキューズィック博士（米国）

ジョンスホプキンス大学医学部遺伝医学部門教授

1921 年生れ

2008年（第24回）日本国際賞受賞者

授賞業績：	 遺伝医学の確立と発展
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る遺伝医学部門を設立しました。 これは 1999

年にジョンスホプキンス遺伝医学研究所へと進

化します。

　私自身の研究への熱意は 2 つの分野で遺伝

疾患の分類と遺伝子のマッピングです。 前者

は明確な疾患単位を識別することであり、 メン

デル性疾患の場合は障害の根拠となる遺伝子

の特定を意味します。 結合組織の遺伝的障害

やさまざまな遺伝性ポリープ症以外にも、 ムー

アクリニックでの初期の分類研究には、 オール

ド ・ オーダー ・ アーミッシュに発見された劣性

疾患やさまざまな骨格形成異常も含まれまし

た。 明確なメンデル単位の認識に適用された

一般原則は、 多面的形質発現、 遺伝的異質

性、 可変性などです。

　ムーアクリニックでの遺伝子マッピングは

1960 年頃に始まりました。 スタッフは連鎖研究

の実行 （当時は連鎖がマッピングの主な手段

でした） に必要な 5 つの分野の専門家で構成

されていました。 すなわち細胞遺伝学、 遺伝

生化学と免疫遺伝学、 家族データ分析のため

の統計遺伝学、 表現型を定義するための臨

床遺伝学です。 初期の研究では X 連鎖を重

視しました。 1968 年に同僚と私は、 特定遺伝

子 （ダッフィ血液型） の 1 番染色体への初の

マッピングに成功しました。

　私は疾病分類とマッピングの双方を、 メンデ

ル形質および疾患遺伝子の包括的概論書に

統合し、 「ヒトのメンデル遺伝：常染色体優性・

常染色体劣性 ・ X 連鎖表現型のカタログ」 と

題して 1966 年に刊行しました。 この本は最新

の 1998 年版まで 12 版を重ねています。 1987

年にはオンライン版の OMIM ができ、 今も私

自身とジョンスホプキンスなどの仲間が毎日こ

れを更新しています。 現在は国立衛生研究

所の国立医学図書館によって配信されていま

す。

　先天性欠損における基本的異常を特定する

ために遺伝子をマッピングすることが有用であ

ると信じる私は、 1973 年にフランク ・ ラドルとと

もに 「ヒト遺伝子マッピングワークショップ」 を

設立しました （開催は毎年または 2 年ごと）。

疾患遺伝子のマッピングは現在もヒトゲノムプ

ロジェクトの一環として行われていますが、 全

ゲノム配列がわかったことで作業が容易になり

ました。

　1986 年、 私はマッピングとシーケンシングの

新雑誌 『ゲノミクス』 の創刊共同編集者を務

めました。 「ゲノミクス」 というのは当初の編集

局メンバーだったトーマス ・ ロデリックが考え出

した言葉です。

　私は 1988 年 9 月にスイスのモントルーで創

設された国際ヒトゲノム解析機構 （HUGO） の

初代プレジデントを務めました。 創設会議には

19 カ国、 31 名の科学者が参加しました。

　マルファン症候群 （私が研究した最初の遺

伝疾患のひとつ） の理解や治療に関する最近

の進歩は、 疾病分類とマッピングの有用性を

表しています。 1955 年と 1956 年に発表した

結合組織の遺伝的障害に関する論文のなか

で、 私は結合組織の構造 （繊維） 要素の欠

陥が、 骨格系、 目、 大動脈におけるマルファ

ン症候群の多面的形質発現の原因であると結

論づけましたが、 特異的要素が何であるかは

わかりませんでした。 1991 年、 マルファン症

候群は 15 番染色体にマッピングされ、 フィブ

リリンをコードする遺伝子 （FBN1） （これはマ

ルファン症候群における組織化学的異常のた

めに疑われるようになっていました） がやはり

15 番染色体の同じ領域にマッピングされまし

た。 そしてジョンスホプキンスの私の同僚ハル・

ディーツが、 フィブリリン遺伝子の突然変異を

最初に特定しました。

　フィブリリンは弾性繊維の形成や構造的完
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全性に関連しており、 1991 年には 1956 年

当時と同様、 構造的な弱さがマルファンの発

現を説明すると思われていました。 しかし実

際には、 マルファン症候群の病因はフィブリリ

ンの非構造的機能にあり、 一見もっと複雑だ

が治療しやすいメカニズムがかかわっていた

のです。 フィブリリンは形質転換成長因子β

（TGFbeta） 経路の制御に重要な役割を果た

します。 ディーツと彼の同僚は、 変異フィブリリ

ンが通常の TGFbeta 抑制機能を失うので、 マ

ルファン症候群では TGFbeta 経路が過活性

化することを実証しました。 その結果、 結合組

織の損傷が生じます。 マルファン症候群は進

行性疾患です。 この発見が大変重要なのは、

マルファン症候群を忠実に再現した遺伝子導

入マウスにおいて、 TGFbeta の抗体または

TGFbeta を抑制する医薬品ロサルタンを使うこ

とで TGFbeta 経路の過活性化を抑え、 疾病

の予防や病変の転換ができるということです。

さらに、 高血圧の治療に実績のあるロサルタン

を、 マルファン症候群の患者の TGFbeta 抑制

に利用することができるのです。 すでに有望な

成果が出ています。

　研究活動と同じく遺伝医学の発展に重要

だったのは、 私の指導 ・ 教育経験です。 そ

の対象は次の 3 つです。 1) ジョンスホプキン

ス遺伝医学部門の初期の多くの博士研究員、

2) 過去 48 回毎年開催されている 2 週間集中

の 「バーハーバーコース」 （ジャクソン研究

所と合同で 1960 年にスタート） の何千もの学

生、 3) 過去 20 回イタリアで毎年開催されてい

る 1 週間の講座 「European School of Medical 

Genetics」 （ジョバンニ ・ ロメオとの共催） の

数多くの学生。

　今日、 ヒトゲノムプロジェクトが特定した遺伝

子の機能研究は、 メンデル性疾患だけでなく、

心臓病、 糖尿病、 癌、 精神疾患などの通常

疾患にも関係する知識を提供しています。 こ

の知識は診断の改善をもたらすほか、 医薬品

の向上、 病気の予防 ・ 治療法のかつてない

進歩につながるでしょう。 私自身および全世

界の同僚の貢献が、 将来の研究、 指導、 患

者ケアの基礎となるに違いありません。
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　インターネットの発明 ・ 開発にかかわることに

なった私の歩みをご紹介できることを光栄に存

じます。 主催者からは、 幼少期の思い出や学

問的な経験談、 そしてインターネット創出につ

ながるその後の仕事に触れるよう言われており

ます。 また、 基本的な発明以降、 グローバル

な情報インフラとしての現在に至るまでの長く

困難な道のりを理解しておくことも大切です。

　1940 年代から 50 年代にかけての子ども時

代、 私はいつもたくさんの本と教育熱心な家

族に囲まれていました。 学校で一生懸命勉強

し、 先生のためにベストを尽くすよう言われまし

た。 父母は大学を出ていますが、 大学院まで

は進みませんでした。 しかし、 自らの人生に

おける教育の重要性を認識しており、 その信

念は子どもである私たちに対してはさらに強ま

りました。 私は 3 人兄弟の一番上で、 5 歳ま

では一人っ子でした。 その頃は母と過ごすこと

が多く、 おかげでユーモアのセンスや音楽の

鑑賞眼が養われました。 ひまがあればラジオ

から流れるクラシック音楽を聞いて、 アナウン

サーが言う前にその曲名や作曲者を当てるの

が好きでした。 博物館にも行きました。 多くの

子どもたちと同様、 恐竜やエジプトのミイラな

ど、 はるか昔の展示物に魅了されたものです。

私は本の虫で、 子どもの頃から相当数の蔵書

がありました。 『1、 2、 3…無限大』 （ジョージ・

ガモフ）、 『微生物の狩人』 （ポール ・ ド ・ クラ

イフ） などを読んだことを思い出します。 12 歳

前後に好きだったのは 『少年科学者 』 （ジョ

ン ・ ルウェレン） です。 さまざまな実験を描

いた実用書で、 非常に面白い科学コンセプト

があれこれ紹介されていました。 その頃には、

私は化学実験セットを持っていました （アメリ

カの化学実験セットが幅広い化学物質をずらり

とそなえるようになっていた 1955 年頃だったと

思います）。 いろいろなものを混ぜては何がで

きるんだろうと何時間も試していました。 もちろ

ん、 その年頃の男の子ですから花火に魅せら

れ、 焼石膏の火山を作って楽しんでいました。

これは自然発火性物質、 硫黄、 粉末アルミニ

ウム、 粉末マグネシウムを使って爆発させるこ

とができるのです。 空の薬きょうにマッチの先

を詰めて小型ロケットを作るのも、 危険とはい

え面白い遊びでした。 今振り返れば、 こうした

実験で、 私とその好奇心旺盛な仲間たちが物

ヴィントン・サーフ博士（米国）

グーグル社副社長

兼チーフ・インターネット・エバンジェリスト

1943 年生れ

2008年（第24回）日本国際賞受賞者

インターネットへの道のり

授賞業績：	 インターネットのネットワーク設計概念と

	 	 通信プロトコルの創成
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を壊したりケガをしたりしなかったのが不思議

です。

　「Erector」 セットを使って機械を組み立てる

のも化学と同じくらい好きでした。 それから数

学にもずっと興味がありました。 5 年生 （11 歳）

の頃、 今習っている算数はつまらないと先生

に文句を言ったことがあります。 すると 7 年生

の代数の教科書をくれたので、 そのなかの問

題を一つひとつ解いては素晴らしい夏を過ごし

ました。 特に文章題が私のお気に入りでした。

ちょっとしたミステリーのようだったからです。 最

終的には X が何かを探り当てればよいのです。

　数学への関心はすぐにコンピューターへの

関心につながりました。 幸いにも、 父には半

自動式防空管制組織 （SAGE） という米政府

プロジェクトでソフトウェアを書いている友人が

いました。 この真空管コンピューターシステム

は、 遠距離早期警戒線 （DEW） と呼ばれる

場所に置かれたカナダ北部のレーダーからシ

グナルを受け取ります。 つまり、 ソ連が北極越

しに米国やカナダめがけて爆撃機を飛ばそう

としたら、 それを自動的に探知するというわけ

です。 これに使われるコンピューターはとても

大きく、 部屋をいくつか塞いでいました。 使う

ときは実際にコンピューターのなかに入るので

す。 私が初めてこのシステムと出合ったのは

1958 年、 カリフォルニア州サンタモニカのシス

テム開発センターという場所です。 2 年後、 ス

ティーブ ・ クロッカーというハイスクールの親友

が UCLA にある Bendix G-15 というコンピュー

ターの使用許可をもらいました。 誰も使って

いないときに使わせてもらえるということだった

ので、 私たちはよく夜間や週末を利用してコ

ンピューターを動かすプログラムを作りました。

取り組んだのはたいてい、 閉形式では簡単に

解けないが、 コンピュータープログラムが弾き

出した数値を使って紙上で計算できるという種

類の超越方程式です。

　このハイスクール時代に、 私はできる限り

のアドバンストコースやエンリッチメントコース

（上級者向け講座） を受講し、 学校対抗戦の

「Knowledge Bowl」 を始めとする数学コンテス

トなどに参加しました。 チームの一員として学

校の名誉のために勝利するのは、 わくわくす

るような経験です。 ハイスクールでは 「Winged 

Pen」 という文芸誌の編集者も務めました。 こ

の体験から創作や詩作にも関心が向き、 今も

それは続いています。 こうした学校時代の経

験が科学や数学、 文学、 歴史に対する私の

関心に与えた影響は計り知れません。 本や読

書からは何十年にもわたって恩恵を受けてきま

したし、 現在も読書は大好きです。

　今の若い人たちは早いうちからコンピュー

ターやインターネットに触れられて、 うらやまし

い限りです。6 歳の子どもでも最近はコンピュー

ターを操作できるようです。私がコンピューター

プログラムを作るようになったのは17歳ですし、

もちろんインターネットを使う前にはそれを発明

しなければなりませんでした！

　父は第二言語を学ぶのも大切なことだと考え

ていたので、私がまだジュニアハイスクール （13

歳、 8 年生くらい） の頃にドイツ人家庭教師を

雇いました。 毎週水曜日の夜 2 時間、 私たち

はドイツ語で読書や会話をしました。 そのあと、

同じくドイツ語で両親に何かを話して聞かせな

ければなりません。 それからデザートをいただ

くのです。

　父がノースアメリカン航空という会社で働いて

いたのは、 私にとって幸運でした。 そこには

奨学金制度があり、 私は幸い丸々 4 年の奨学

金を得てスタンフォード大学に通うことができま

した。 ノースアメリカン航空にはたくさんの子会

社があり、 ハイスクールや大学の夏休みには

そこで働くことができました。 そのひとつアトミク
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ス ・ インターナショナル社は原子力発電システ

ムを設計しており、 私はハイスクール時代のあ

る夏にそこで働きました。 ロケットダインという

子会社は、 アポロ計画に代表されるアメリカの

宇宙プログラムに深くかかわっていました。 ハ

イスクールを卒業したての 1961 年の夏、 私は

わずかな役割ではありますが、 巨大な 「アポ

ロ ・ サターン V」 F1 ロケットシステムからのテ

ストデータの分析を担当しました。 この大規模

な液体燃料エンジンは、 それぞれの推進力が

150 万ポンドに及びます。 ロサンゼルスの北、

サンタスザンナ山脈で試射が行われました。

アポロ発射に伴う短時間とはいえ危険をはらむ

ブースト段階にこのエンジンが耐えられるかど

うか、 それを判断するためのデータ分析に私

は携わりました。

　1961 年にスタンフォード大学で学びはじめる

頃には、 私は数学とコンピューターに強い関

心があり、 これらの科目で多くのカリキュラムを

とりました。 スタンフォードはリベラルアーツを

重視するため、 西洋文明史と当時呼ばれた授

業が必須でした。 ギリシャ時代、 ローマ時代

からルネッサンス、いわゆる「理性の時代」まで、

私は本当にたくさんの本を読みました。 スタン

フォードには今も感謝しています。 あとになっ

て自分からこうした本を読むとは思えないから

です。 スタンフォードには外国キャンパスプロ

グラムもあり、 私は 2 年生のときにドイツへ行き

ました。 アメリカとは違う文化や言葉に触れる

ことで、 世界観がとても広がりました。 ドイツ語

で授業をし、 ヨーロッパ中のあちこちの町へ研

究旅行に出かけました。 この 6 カ月間に歴史、

地理、 建築、 文学、 はては言語学まで学び

ました。 古高ドイツ語や古英語が現在の形に

進化したことに魅入られたものです。

　夏の間はノースアメリカン航空のさまざまな子

会社で働きました。 宇宙情報システム部門で

はアポロ計画のためにプログラムを書き、ロケッ

トダインでもまた仕事をしました。

　数学の学部教育が終わると、 私はコンピュー

ター関係の実践経験がしたいと思い、 ロサン

ゼルスの IBM に就職を志願。 システムエンジ

ニアリングプログラムの担当になりました。 そし

て 1965 年、 Quiktran タイムシェアリングシステ

ムを扱うロサンゼルスデータセンターに勤務す

ることになりました。 タイムシェアリングシステム

はまだ、 マサチューセッツ工科大学のジョン ・

マッカーシー教授と同僚が数年前に開発した

ばかりの頃でした。 マッカーシー教授はその

後スタンフォードに来られ、 学生だった私は教

授とお会いすることになります。

　IBM では実用的なコンピューターシステム、

特にオペレーティングシステムについて多くを

学びましたが、 2 年たつと、 もっと進んだコン

ピューター教育のために学校へ戻るべきだと

強く思うようになりました。 親友のスティーブ ・

クロッカーがまたしても助け舟を出し、 彼の助

言者であるジェラルド ・ エストリン教授に私を

紹介してくれます。 エストリン教授は熱心に学

問生活へ戻るよう勧めてくださいました。

　インターネットの発明とその後の進化は、

1960 年代初めにその基礎があります。 またあ

る意味では、 電信の発明を受けた 1900 年代

半ばまで間違いなくさかのぼります。実際、トム・

スタンデージの有名な歴史書 『ビクトリア朝の

インターネット 』 は、 電信とその世界への急

速な普及について述べたものです。 そのあと

にはもちろん電話、 そしてラジオが発明されま

した。 こうした発明の一つひとつとその関連技

術が、 インターネットの登場に何らかの影響を

及ぼしています。

　発明は条件がそろわない限り実現しないとい

うのは自明の理です。 こうした条件は技術的な

ものかもしれませんし、 経済的、 社会的、 政

治的なものかもしれません。 それら が合わさっ

たものかもしれません。 見方によっては、 イン

ターネットにつながる条件はこのすべてに帰す

ることができるでしょう。
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　この記念講演では、 1966 年に MIT を休職

し、 BBN という小さなコンサルティング会社で

コンピューターネットワーキングを研究するよう

になった背景や動機についてお話しします。

当時、 コンピューターネットワーキングが研究

成果のあがる分野になると考えていた専門家

はほとんどいませんでした。 基本的に前人未

踏の分野でしたから、 私は知的な刺激を受け、

これは社会に資する可能性が大いにあると感

じました。 応用数学のバックグラウンドを持つ

者が実際のシステム構築の仕方を知るうえで、

この選択は重要な現実的ステップでした。 より

優れた教師や研究者になるために、 私はその

経験が役立つと考えたのです。 ところがふた

を開けてみると、 私はまったく異なるキャリアを

歩むことになります。

　私の考えでは、 コンピューターネットワーキン

グの起源は ARPANET にさかのぼります。 こ

れは高等研究計画局 （ARPA、 後に DARPA）

のリーダーシップと資金提供のもと創設された、

米国の先駆的パケットネットワークです。 私は

幸いにも、 このプロジェクトに携わる BBN チー

ムの一員として、 ARPANET のシステム設計で

主導的役割を果たすことができました。 この革

新的なリアルタイム分散システムを構築するう

えで直面した課題についてお話ししようと思い

ます。 興味深いのは、 E メールやファイル転

送など、 コンピューターネットワーキングの研

究者がもともと開発した ARPANET 上の初期ア

プリケーションが、 インターネット環境にほぼそ

のまま引き継がれたことです。

　 後 に DARPA に 加 わ っ た と き、 私 は

ARPANET の成功に勢いを得て、 他に 2 つの

異なるパケットネットワーク、 すなわちパケット

無線ネットとパケット衛星ネットの開発にかかわ

りました。 これらさまざまなネットワーク間の大

きな違いは、 他のネットワークを相互接続する

際の非互換性の解消という、 もっと一般的な

問題の存在を明らかにしました。この2つのネッ

トワークは技術的な意味で ARPANET に接続

されましたが、 あるネットワーク上のコンピュー

ターをどのようにして他の接続ネットワーク上の

コンピューターと通信させるのかという基本的

問題は未解決のままでした。 この時期にはま

た、 パーソナルコンピューターやローカルエリ

アネットワークが業界で開発中であり、 相互接

ロバート・カーン博士（米国）

コーポレーション・フォー・ナショナル・リサーチ・

イニシアチブ会長 ､CEO､ 社長

1938 年生れ

2008年（第24回）日本国際賞受賞者

ひらめきが宝

授賞業績：	 インターネットのネットワーク設計概念と

	 	 通信プロトコルの創成
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続したコンピューターのパワーをいずれ一般の

人々に供するに当たって、 この開発業務は特

に重要なものでした。

　TCP プロトコルはインターネットアーキテ

クチャの開発に関するサーフ博士との協力

から生まれました。 彼と最初にした仕事は、

ARPANET のコンピューター接続を検証し、 接

続されたコンピューターにとっての ARPANET

のパフォーマンスを測定することです。 そのと

きの経験、 また彼にはコンピューターサイエン

スのバックグラウンドがあることから、 コンピュー

タープロトコルを再考し、 各種オペレーション

システムにこれを組み込む手立てを検討するう

えで、 サーフ博士ほど理想的なパートナーは

いませんでした。 私が DARPA に加わった頃

はパケット衛星ネットが ARPANET に欠かせな

い要素であり、 私はこれを独自の定義インター

フェースを持つ単独ネットワークへと発展させ

ました。 自身の定義インターフェースと標準プ

ロトコル （多種多様なネットワーク、 コンピュー

ター、 アプリケーションの参加を促した） を持

つインターネットならではの 「オープンアーキ

テクチャ」 の創出において、 これは最初の重

要なステップとなりました。 インターネットインフ

ラの 2 つの主要要素は、 1) ルーティング機能

を果たし、 各種ネットワークの相互接続を可能

にするゲートウエーやルーター、 2) マルチネッ

トワーク環境でのコンピューター間通信を可能

にするホストプロトコルです。

　インターネットの進化における国立科学財団

（NSF） の役割は、 TCP ／ IP の幅広い導入

にとって欠かせないものでした。 とりわけ大規

模な研究 ・ 教育機関でのネットワークサポート

を拡大し、 国際的な参加を促すことに貢献し

てくれました。 インターネット技術タスクフォー

ス （IETF） をはじめとして、 インターネットの

管理 ・ 進化を目的としたさまざまな組織が創設

されました。 「インターネットガバナンス」 という

考え方やインターネットの社会への影響をめぐ

る諸問題を追究するうえで、 国連も重要な役

割を果たしています。 私は世界情報社会サミッ

ト （WSIS） の両フェーズに参加することができ

ました。 関係者を集めてインターネットに関す

る問題を論じるという国連の役割は、 インター

ネットガバナンスフォーラムの場に引き継がれ

ています。 ガバナンス以外にも、オープンネス、

アクセス、 プライバシー、 文化的多様性、 多

言語使用などの社会的関心事が、 これら国連

主導の場で検討されています。

　「アドレッシング」、 情報の確かな伝送、 個々

のネットワークの特徴など、 最も中心的ないく

つかの技術的問題ついて、 インターネットを実

現するためのゲートウエーや TCP プロトコルの

機能とあわせてお話しします。 私たちが 1980

年代に CNRI で行ったモバイルプログラムに関

する研究は、 インターネットが将来どのように

使われるかに関係しています。 この研究は数

多くのデジタルライブラリー研究を刺激し、 つ

いにはデジタルオブジェクトアーキテクチャに

関する私の研究へとつながりました。 現在のと

ころ、 この後者の研究はネット上の情報管理を

目的としたインターネットアーキテクチャを再考

するものとなっています。

　デジタルオブジェクトという概念、 デジタルオ

ブジェクトの識別子、 識別子の解決、 オブジェ

クトを格納し、 そのアクセスを可能にするため

のレポジトリ、 多くの情報の管理 ・ 検索のため

のメタデータ登録など、 デジタルオブジェクト

アーキテクチャの主な側面にスポットを当てま

す。 デジタルオブジェクトの保存や長期的メン

テナンス、 さらには電子出版などさまざまな用

途におけるデジタルオブジェクト技術の利用と

いった諸問題を紹介します。 特に興味深いの

はこの技術と RFID との関係ですが、 その他
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の応用例にも触れます。 また、 レポジトリの相

互運用性、 情報システムのオープンアーキテ

クチャ、 情報の安全な共有などの重要な問題

についてもお話しします。

　先に述べたように、 多くの専門家は最初の

頃、 コンピューターネットワーキングがいずれ

大きな成果をもたらすとは考えていませんでし

た。 しかし、 私は自らの直観を信じ、 その分

野の困難な課題に立ち向かうことで、 目標を

達成し、 他の人々の疑念を克服することがで

きました。 DARPA が数十年にわたってこれら

初期のネットワーキング事業をリードし、 その

資金を提供してくれたことは特に幸運でした。

私たちの成功は、 進歩を促す適切なサポート

を得られたこと、 そして効果的なチームワーク、

確固たる直観に頼った意思決定のたまもので

す。 そうした決定 ・ 選択を実際に検証する機

会を得た私たちは、 何が機能し何が機能しな

いかの実例から学ぶことができました。インター

ネットが今後も革新的な人たちに導かれてそ

の能力を進化させ、 世界をより住みやすい場

所にすることに貢献してくれることを願っていま

す。
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